
(57)【要約】

　　【課題】この発明は、部品点数が少なく、しかも安

定してグランド信号を伝達することがでる電気コネクタ

を提供する。　

　　【解決手段】電気コネクタ１０の金属シェル１３に

、相手側コネクタ２０の金属シェル２４と接触する接触

バネ１４を一体に形成するようにした。　

　【選択図】　図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
導 電 端 子 を 配 設 し た 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ と 、 該 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ を 囲 繞 す る 金 属 シ ェ ル と を 少 な
く と も 具 え た 電 気 コ ネ ク タ に お い て 、
         前 記 金 属 シ ェ ル に 、 相 手 側 コ ネ ク タ の 金 属 シ ェ ル と 接 触 す る 接 触 バ ネ を 一 体 に
形 成 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 電 気 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 接 触 バ ネ と 前 記 導 電 端 子 と は 互 い に 対 向 す る 位 置 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 電 気 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 接 触 バ ネ の 先 端 は 二 股 状 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に
記 載 の 電 気 コ ネ ク タ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
こ の 発 明 は 、 基 板 と ケ ー ブ ル 等 と を 電 気 的 に 連 結 す る 電 気 コ ネ ク タ に 関 し 、 特 に 高 速 伝 送
用 中 継 コ ネ ク タ と し て 使 用 さ れ 、 か つ 電 磁 波 に よ る 中 継 部 分 の 障 害 防 止 機 能 を 具 え た 電 気
コ ネ ク タ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 コ ン ピ ュ ー タ あ る い は 携 帯 電 話 等 の 電 子 機 器 内 に は ケ ー ブ ル と 基 板 と を 電 気
的 に 接 続 す る 装 置 と し て 電 気 コ ネ ク タ が 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 に 高 速 伝 送 用 中 継 コ ネ ク タ と し て 使 用 さ れ 、 か つ 電 磁 波 に よ る 中 継 部 分 の 障 害 防 止 機
能 を 具 え た 電 気 コ ネ ク タ と し て 、 シ ー ル ド 機 能 を 有 す る 金 属 シ ェ ル を 具 え た 電 気 コ ネ ク タ
が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ６ は 上 述 し た シ ー ル ド 機 能 を 有 す る 金 属 シ ェ ル を 具 え た 従 来 の 電 気 コ ネ ク タ １ の 要 部
断 面 図 で 、 特 に 図 示 せ ぬ 相 手 側 の プ ラ グ コ ネ ク タ が 電 気 的 に 接 続 さ れ る ソ ケ ッ ト コ ネ ク タ
を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 電 気 コ ネ ク タ １ は 図 面 に 垂 直 な 方 向 に 沿 っ て 所 定 の ピ ッ チ で 配 設 さ れ た 複 数 本 の 導
電 端 子 ２ と 、 こ の 導 電 端 子 ２ を 位 置 決 め 収 容 し た 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ ３ と 、 こ の 絶 縁 ハ ウ ジ ン
グ ３ の 周 囲 を 覆 う よ う に 配 設 さ れ た シ ー ル ド 機 能 を 有 す る 金 属 シ ェ ル ４ と か ら 構 成 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 上 述 し た 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ ３ 内 に は 、 図 示 せ ぬ 相 手 側 プ ラ グ コ ネ ク タ の 金 属 シ ェ ル と 接
続 す る た め 、 独 立 し た 別 部 材 で あ る 金 属 製 の グ ラ ン ド プ レ ー ト ５ が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
な お 、 こ の グ ラ ン ド プ レ ー ト ５ と 前 記 金 属 シ ェ ル ４ と は 電 気 的 に 接 触 し て お り 、 相 手 側 プ
ラ グ コ ネ ク タ の 金 属 シ ェ ル か ら 前 記 グ ラ ン ド プ レ ー ト ５ に 伝 達 さ れ た グ ラ ン ド 信 号 は 、 電
気 的 に 接 触 し た 前 記 金 属 シ ェ ル ４ を 介 し 基 板 の グ ラ ン ド 接 続 端 子 等 へ 伝 達 さ れ る よ う に な
っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 な お 、 図 ６ で 符 号 ７ は 図 示 せ ぬ 相 手 側 プ ラ グ コ ネ ク タ が 嵌 合 す る 嵌 合 孔 で 、 前 記 導 電 端
子 ２ の 接 点 ２ ａ と 前 記 グ ラ ン ド プ レ ー ト ５ の 接 点 ５ ａ は い ず れ も 前 記 嵌 合 孔 ７ 内 に 突 出 し
て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
な お 、 上 述 し た 独 立 し た 別 部 材 で あ る グ ラ ン ド プ レ ー ト を 有 す る 従 来 の 金 属 シ ェ ル を 具 え
た 電 気 コ ネ ク タ は 特 許 第 ３ ４ ５ １ ３ ９ ３ 号 に も 記 載 さ れ て い る 。
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【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ ４ ５ １ ３ ９ ３ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 　 と こ ろ で 、 上 述 し た 従 来 の 電 気 コ ネ ク タ １ に よ る と 、 グ ラ ン ド 信 号 を 伝 達 す る グ ラ ン
ド プ レ ー ト ５ を 独 立 部 品 と し て 製 造 し 、 こ れ を 使 用 す る た め 、 電 気 コ ネ ク タ １ 全 体 と し て
の 部 品 点 数 が 多 く 、 こ の た め 製 造 工 程 も 煩 雑 と な っ て コ ス ト ア ッ プ の 要 因 と な っ て い た 。
ま た 、 グ ラ ン ド プ レ ー ト ５ と 金 属 シ ェ ル ４ と は 電 気 的 に 接 触 す る 構 造 で あ る か ら 接 触 不 良
等 が 起 き 易 く 、 こ の た め グ ラ ン ド 信 号 が 安 定 し て 伝 達 で き な い 虞 も あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 上 述 し た 事 情 に 鑑 み 、 部 品 点 数 が 少 な く 、 し か も 安 定 し て グ ラ ン ド 信 号 を
伝 達 す る こ と が で る 電 気 コ ネ ク タ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 述 し た 課 題 を 解 決 す る た め 、 こ の 発 明 で は 、 導 電 端 子 を 配 設 し た 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ と 、
該 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ を 囲 繞 す る 金 属 シ ェ ル と を 少 な く と も 具 え た 電 気 コ ネ ク タ に お い て 、 前
記 金 属 シ ェ ル に 相 手 側 コ ネ ク タ の 金 属 シ ェ ル と 接 触 す る 接 触 バ ネ を 一 体 に 形 成 す る よ う に
し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 述 し た 、 本 願 発 明 に 係 る 電 気 コ ネ ク タ に よ る と 、 相 手 側 コ ネ ク タ の 金 属 シ ェ ル と 接 触
し て グ ラ ン ド 信 号 を 伝 達 す る グ ラ ン ド プ レ ー ト と し て の 機 能 を 、 金 属 シ ェ ル と 一 体 に 形 成
さ れ た 接 触 バ ネ に よ り 行 な う よ う に し た か ら 、 全 体 と し て の 部 品 点 数 が 少 な く な り 、 こ の
た め 製 造 工 程 を 減 少 し て 安 価 に 電 気 コ ネ ク タ を 提 供 す る こ と が 出 来 る 。 ま た 接 触 バ ネ が 金
属 シ ェ ル と 一 体 に 形 成 さ れ て い る か ら 接 触 不 良 も な く 、 グ ラ ン ド 信 号 を 安 定 し て 金 属 シ ェ
ル に 伝 達 す る こ と も 出 来 る 。 　
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 　 以 下 、 こ の 発 明 に 係 る 電 気 コ ネ ク タ の 一 実 施 例 を 詳 述 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ は こ の 発 明 に 係 る 電 気 コ ネ ク タ １ ０ の 概 念 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 な お こ の 電 気 コ ネ ク タ １ ０ も 後 述 す る 相 手 側 の プ ラ グ コ ネ ク タ が 電 気 的 に 接 続 さ れ る ソ
ケ ッ ト コ ネ ク タ を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 電 気 コ ネ ク タ １ ０ も 従 来 と 同 様 に 長 手 方 向 に 沿 っ て 所 定 の ピ ッ チ で 配 設 さ れ た 複 数
本 の 導 電 端 子 １ １ と 、 こ の 導 電 端 子 １ １ を 位 置 決 め 収 容 し た 矩 形 状 の 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ １ ２
と 、 こ の 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 周 囲 を 覆 う よ う に 配 設 さ れ た シ ー ル ド 機 能 を 有 す る 金 属 シ
ェ ル １ ３ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 一 方 、 上 述 し た 金 属 シ ェ ル １ ３ は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ を 除 い た 概 念 斜 視 図 で 示 す 図 ２ の よ
う に 全 体 が 矩 形 状 で 、 か つ 環 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
そ し て 、 正 面 １ ３ ａ の 下 面 に は 、 当 該 金 属 シ ェ ル １ ３ と 一 体 に 後 述 す る 相 手 側 コ ネ ク タ の
金 属 シ ェ ル と 接 触 す る 接 触 バ ネ １ ４ が 所 定 の ピ ッ チ で 複 数 個 （ 実 施 例 で は ３ 個 ） 形 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の 接 触 バ ネ １ ４ は 上 下 方 向 へ 向 け 弾 性 的 に 変 位 す る こ と が で き る 舌 片 １ ４ ａ に よ り 形 成
さ れ 、 そ の 先 端 １ ４ ｂ は 後 述 す る 相 手 側 コ ネ ク タ の 金 属 シ ェ ル と の 接 触 を よ り 一 層 確 実 に
す る た め 二 股 状 に な っ て い る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 電 気 コ ネ ク タ １ ０ の 正 面 図 で 示 す 図 ３ の よ う に 、 接 触 バ ネ １ ４ は 上 方 に 位 置 す る 導
電 端 子 １ １ と 対 向 す る 位 置 に 形 成 さ れ て お り 、 こ の た め 後 述 す る 相 手 側 コ ネ ク タ を 導 電 端
子 １ １ と 接 触 バ ネ １ ４ と の 間 、 即 ち 嵌 合 部 １ ７ の 間 で 挟 持 す る 構 造 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 、 図 ２ で 示 す よ う に 、 前 記 接 触 バ ネ １ ４ に 隣 接 す る 位 置 の 金 属 シ ェ ル １ ３ に は 相 手 側
コ ネ ク タ の 嵌 挿 を 容 易 に す る と と も に 、 金 属 シ ェ ル １ ３ の 断 面 係 数 を 高 め て そ の 剛 性 を 向
上 さ せ る 湾 曲 し た 舌 片 １ ５ が 複 数 個 形 成 さ れ 、 ま た こ の 舌 片 １ ５ 間 に は 、 図 示 せ ぬ 基 板 側
の グ ラ ン ド 端 子 と 接 続 す る グ ラ ン ド 端 子 １ ６ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
な お 、 金 属 シ ェ ル １ ３ の 両 側 方 に も 図 示 せ ぬ 基 板 の グ ラ ン ド 端 子 と 接 続 す る 矩 形 状 の グ ラ
ン ド 端 子 １ ８ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 図 ４ は 図 ３ の Ｘ Ｘ 線 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ の 図 ４ に 示 す 位 置 か ら 図 ５ で 示 す よ う に 、 相 手 側 コ ン タ ク ト 、 即 ち 相 手 側 の プ ラ グ コ ネ
ク タ ２ ０ を 嵌 合 部 １ ７ 内 に 嵌 装 し て 接 続 さ せ る と 、 そ の 導 電 端 子 で あ る 同 軸 ケ ー ブ ル ２ １
の 中 心 導 体 ２ ２ が 導 電 端 子 １ １ の 接 続 端 子 １ １ ａ と 接 触 し 、 ま た 金 属 シ ェ ル １ ３ の 接 触 バ
ネ １ ４ が 同 軸 ケ ー ブ ル ２ １ の 外 部 導 体 ２ ３ と 接 触 し た 金 属 シ ェ ル ２ ４ に 圧 接 し て 接 触 す る
こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
し た が っ て 、 相 手 側 の プ ラ グ コ ネ ク タ ２ ０ の 嵌 合 片 ２ ５ お よ び そ の 上 下 面 に 配 設 さ れ た 中
心 導 体 ２ ２ と 金 属 シ ェ ル ２ ４ は 、 導 電 端 子 １ １ と 接 触 バ ネ １ ４ と の 間 に 挟 持 さ れ 、 こ の た
め 接 触 バ ネ １ ４ の 弾 性 定 数 を 適 宜 設 定 す れ ば 、 相 手 側 の プ ラ グ コ ネ ク タ ２ ０ の 金 属 シ ェ ル
２ ４ と の 接 触 圧 を 最 適 に 設 定 し て 安 定 し た グ ラ ン ド 信 号 伝 達 を 行 な う こ と が 出 来 る 。 　
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 発 明 は 、 部 品 点 数 が 少 な く 、 し か も 安 定 し て グ ラ ン ド 信 号 を 伝 達 す る 電 気 コ ネ ク タ
に 適 し て い る 。 　 　
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 図 １ は こ の 発 明 に 係 る 電 気 コ ネ ク タ の 概 念 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 図 ２ は こ の 発 明 に 係 る 金 属 シ ェ ル の 概 念 断 面 図 。
【 図 ３ 】 図 ３ は こ の 発 明 に 係 る 電 気 コ ネ ク タ の 正 面 図 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 図 ３ の Ｘ Ｘ 線 断 面 図 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 相 手 側 コ ネ ク タ と 接 続 し た 状 態 を 示 す 本 願 発 明 に 係 る 電 気 コ ネ ク タ の 断 面
図 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 従 来 の 電 気 コ ネ ク タ の 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
１ ０ … 電 気 コ ネ ク タ
１ １ … 導 電 端 子
１ ２ … 絶 縁 ハ ウ ジ ン グ
１ ３ … 金 属 シ ェ ル
１ ４ … 接 触 バ ネ
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

(5) JP 2006-172824 A 2006.6.29


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

